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a-去打 撃盆2,i-挿 a- 7<nLoJorlIJ
を採用しよう｡式(6a)､(6b)から停留条件を満たす解を求めると､
x(i,-- )･xiQ2(i,-I.tfFIGs(i,S,a(S,･Litf慧G(- (S)
p(i,--xfW +-xib2(i)-Litf-Flats(棚 (S,I/tfF2G"棚 (S,
こ こ で ､
11mmo(1-i孟),rTW-moWo,F1--







Gs(i,S,-(霊芝:諾,'32('黒 岩 ,Gis(柿 は :its,'bi2('stH 嵩
である｡ただしT-tf-tわw--W/sinwTとおいた｡¢1､¢2は各々式(7a)､(7b)の斉次形
の素解である｡式(3)を式(7a)､式(7b)で評価すると､
S - 言霊慧 ((車 xt?)coswT-2xfXiト 塑 r2











dG"I,i;xi,ti)- 警 dt･篇 dE,deb-0
に注意すれば簡単に求めることができる｡計算の詳細は省略する｡
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｢量子カオス:理論と実験の現状｣
4 まとめ
QSDに基づき開放系の半古典論の手法の構築をするため､停留位相の方法が厳密になる減衰調
和振動子について計算をおこなった｡この枠組みで散逸項の影響はQSDに含まれる確率過程に
関する項になってしまう｡リンドブラッド演算子がxとpについて線形の場合は停留解の非斉次
項へ反映される｡斉次形は複素化したハミルトンの正準方程式になっており､したがってハミル
トン系の情報を使い散逸系を扱える可能性がある｡しかし最終的にオブサーバブルの期待値を計
算する際には複素ウィナー過程についてのアンサンブル平均をとる必要があり､その計算は決し
て容易ではない｡課題としては非線形問題への適用と計算すべき量の考察である｡計算すべき量
としては密度演算子から直接計算することが難しい量を考えるべきである｡またそうした量が散
逸系の特徴をうまく捉えている必要がある｡特に量子論的な散逸率や系の混合性と古典的な運動
の間の関係が興味深い｡
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